
山形スポーツ医療福祉専門学校学則

第１章 総 則

（ 目 的）

第１条 本校は、教育基本法及び学校教育法に基づき、商業実務専門課程及び教育・ 社会福祉専門課程並び

に文化・ 教養専門課程を設置し、これらの分野に関する教育を施し、人格の陶冶を行い、もって有

為な人材を育成することを目的とする。

（ 名 称）

第２条 本校は、山形スポーツ医療福祉専門学校という。

（ 位 置）

第３条 本校の位置を、山形県山形市城南町１丁目１８番１０号に置く 。

（ 自己点検・ 学校評価）

第４条 本校は、その教育の一層の充実を図り、本校の目的及び社会的使命を達成するため、本校に

おける教育活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。

２ 前項の点検及び評価の実施に関し、必要な事項は別に定める。

３ 本校は、教育の質の向上及び運営の透明性を確保するため、定期的に第三者機関もしく は識

見を有する者の評価を受けるものとする。評価の結果は、学内外に適切に公表し、教育活動

及び学校運営の改善に活用する。

第２章 課程及び学科・ 修業年限・ 定員

（ 課程・ 学科・ 修業年限・ 定員）

第５条 本校の課程、学科及び修業年限並びに定員は次のとおりとする。

昼夜別 課 程 名 学 科 名
修業

年限
入学定員 総定員

昼間部

商業実務専門課程 医 療 事 務 学 科 ２年 ３０名 ６０名

教育・ 社会福祉専門課程 介 護 福 祉 学 科 ２年 ３０名 ６０名

文化・ 教養専門課程 ス ポ ー ツ 学 科 ２年 ２５名 ５０名

合 計 ８５名 １７０名

なお、介護福祉学科における入学定員の学級数は１学級である。

２ 学生は前項に規定する各学科の修業年限の２倍を超えて在籍することができない。

第３章 学年・ 学期及び休日

（ 学年・ 学期の終始期）

第６条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

２ 本校の学期は、次のとおりとする。

前期： ４月１日から９月３０日まで

後期： １０月１日から翌年３月３１日まで

３ 前項に規定する学期のうち授業を行う期間については、前半期と後半期に分けることができる

ものとする。



（ 休業日）

第７条 本校の休業日は、次のとおりとする。

（ １） 土曜日及び日曜日

（ ２） 国民の祝日に関する法律で規定する日

（ ３） 夏期休業

（ ４） 冬期休業

（ ５） 春期休業

２ 前項第３号から第５号に規定する休業期間は、校長が別に定める。

３ 校長が必要であると認める場合は、特別の休業日を定めることができる。

４ 校長が必要であると認める場合は、休業日であっても授業（ 実習を含む） を行う日とすること

ができる。

５ 非常変災その他急迫の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。

第４章 入学及び休学・ 復学

（ 入学資格）

第８条 本校の入学資格は、次のとおりとする。

（ １） 高等学校若しく はこれに準ずる学校を卒業した者

（ ２） 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定した者

（ ３） 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外

教育施設の当該課程を修了した者

（ ４） 文部科学大臣の指定した者

（ ５） 大学入学資格検定規程（ 昭和２６年文部省令第１３号） により文部科学大臣の行

う大学入学資格検定に合格した者

（ ６） 高等学校卒業程度認定試験規則（ 平成１７年文部科学省令第１号） により、文部

科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者

（ ７） 修業年限が３年以上の専修学校の高等課程を修了した者

ただし、大学入学資格の指定を受けた高等課程を修了した者及び技能連携等によ

り高等学校の卒業資格を得た者に限る。

（ ８） その他、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者

（ 入学時期）

第９条 本校の入学時期は、第６条に示す学年の始めとする。

（ 入学手続・ 許可）

第１０条 本校の入学手続は、次のとおりとする。

（ １） 本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書、その他の書類及び第２７条に

規定する検定料を添えて出願しなければならない。

（ ２） 前号の手続きを終了した者に対して書類考査又は必要に応じて試験を行い、入学者を

決定する。

（ ３） 本校に入学を許可された者は、所定の日までに第２７条に規定する入学金を添えて手

続をとらなければならない。

（ 転科・ 転学）

第１１条 学生が他の学科等への転科を希望する場合には、在籍校の校長に願い出て許可を得なけれ

ばならない。

２ 学生が他の学校等への転学を希望する場合には、在籍校の校長に願い出て許可を得なけれ

ばならない。



３ 転科、転学の時期については校長の許可するところによりこれを認める。

４ 他の学科等に転科した者の履修時間、履修単位については、元の学科の全部又は一部を校長

の許可するところにより引き継ぐことができる。

（ 編入学・ 再入学）

第１２条 次の各号の一に該当する者で、本校に入学を希望する者があるときは、選考の上、校長は

相当年次に入学を許可することができる。

（ １ ） 専門学校を卒業し、又は退学した者で編入学を希望した者

（ ２） 第３３条の規定により、本校の一学科を退学した者で、本校に再入学を希望した者

２ 編入学又は再入学した者の在学年数及び単位数については、元の学校の在学年数、単位数

の全部又は一部を校長の許可するところにより算入することができる。

（ 休学・ 復学）

第１３条 疾病、その他やむを得ない理由によって１５日以上修学することが出来ない者は、校長の

許可を得て休学することができる。

２ 休学の期間は１年以内とする。

３ 前１項の者は休学の理由が消滅した場合は、校長に届け出て、許可を得て復学することが

できる。

第５章 教育課程・ 単位及び授業の終始時刻
（ 教育課程・ 単位）

第１４条 本校の教育課程は、別表－１から別表－３のとおりとする。

（ 授業の終始時刻）

第１５条 本校の始業は９時３０分、終業は１８時３０分とする。

第６章 授業の履修、単位、学業成績及び卒業等

（ 授 業）

第１６条 授業は、講義・ 演習・ 実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用で行うものとす

る。

２ 複数の課程、学科、クラスで同一授業科目又は同一内容の授業を行う場合、授業等に支障を

来たさない限り、合同授業又は合併授業を行うことがある。ただし、介護福祉学科の領域「 介

護」 に係る合併授業は行わない。

３ 授業科目の履修において、第２２条の規定を満たさない者には補講授業を行うことがある。

なお、補講授業は授業科目の未出席授業を行い、授業科目の出席時間とすることができる。

また、別表で定める学年別授業科目の定めに関係なく 、卒業までの間に行うこととする。

（ 単 位）

第１７条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学習を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修

等を考慮して、次の基準により計算するものとする。

（ １） 講義及び演習にあっては１５時間から３０時間をもって１単位とする。

（ ２） 実習・ 実技にあっては３０時間から４５時間をもって１単位とする。

（ 試験等）

第１８条 学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業内に行う

効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた場合に限り、追

試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理由により試験等を受験

しなかった者に対し行う。再試験は試験等受験の結果、不合格となった者に対して実施する。

２ 各授業科目の成績評価方法については別に定める。



（ 学業成績）

第１９条 学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０点以上、優

は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満とする。

２ 授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める基準

によりＧＰ（ Ｇｒ ａ ｄ ｅ －Ｐｏ ｉ ｎ ｔ ） を与える。

（ 単位の授与）

第２０条 授業科目を履修し、各科目の成績を判定の上、秀、優、良、可を取得した学生には所定の単

位を与える。

２ 介護福祉学科の履修においては、次に掲げる３項目に基づき認定する。

（ １） 授業科目ごとの出席率が基準を満たしている者

授業科目ごとの出席時間数が履修時間数の３分の２に満たない者、及び介護実習の出

席時間数が履修時間数の５分の４に満たない者は、履修の認定を行わないこととする。

（ ２） 授業科目ごとの学業成績で合格を修めた者

（ ３） 実習先施設で実習要件を満たしたと評価された者

３ １年間に履修できる授業科目の上限は４８単位とする。

（ 他の大学・ 専修学校等における授業科目の履修等）

第２１条 教育上有益と認める時は、他の大学・ 専修学校等における授業科目の履修を、校長の認める

ところにより、本校における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 前項により本校専門課程における授業科目の履修とみなすことができる単位数は、転学等の

場合を除き、本校専門課程の修了に必要な単位数の２分の１を超えないものとする。

（ 卒業の認定）

第２２条 卒業の認定は、第１９条に定める授業科目の成績評価に基づいて、卒業審査により

課程修了の認定を行う。

２ 校長は、本校所定の課程を修了したと認めた者には、卒業証書を授与する。

（ １ ） 医療事務学科

６ ２ 単位

（ ２ ） 介護福祉学科

６ ８ 単位

（ ３ ） スポーツ学科

６ ２ 単位

３ 前項に規定する卒業の認定は、最終学年の終わりに行う。

（ 称号の付与）

第２３条 前条の規定により下記学科を修了した者には、次の称号を授与する。

課程名・ 学科名 称号

商業実務専門課程医療事務学科 専門士（ 商業実務専門課程）

教育・ 社会福祉専門課程介護福祉学科 専門士（ 教育・ 社会福祉専門課程）

文化・ 教養専門課程スポーツ学科 専門士（ 文化・ 教養専門課程）

（ 注意文書）

第２４条 欠席、遅刻、早退（ 以下、欠席等） が多く授業履修に支障をきたす恐れがある者に対

しては注意文書を以て指導を行う。

２ 注意文書による指導はその欠席等の日数により、段階的に訓告、戒告とする。

（ 進 級）

第２５条 進級の認定は、各学年において定める単位の取得状況及び出席状況等の学習姿勢も考慮

の上、進級判定委員会にて審査する。



第７章 教職員組織

（ 教職員組織）

第２６条 本校に次の教職員を置く 。

（ １） 校 長 １名

（ ２） 教 員 ９名以上 （ うち基幹教員９名以上）

（ ３） 助 手 若干名

（ ４） 事務職員 １名以上

２ 校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。

第８章 納付金・ 納入・ 特待生・ 滞納及び納入金の還付

（ 納付金）

第２７条 本校の入学金、授業料等は、別表－３のとおりとする。

２ 前項に規定する納付金は、年度の更新に伴い改定することができる。

３ 納付済の授業料その他の納付金は、原則としてこれを返還しない。

ただし、入学手続完了から入学年の始期の前日までに、入学辞退を希望する場合は、本校

所定の学費返還手続により納入金額から入学金を除いた額を返還する。

（ 納入及び納入の特例）

第２８条 学生がその在籍中は、出席の有無にかかわらず、授業料等を所定の期日までに納入しなけれ

ばならない。

２ 学生が休学したときは、前項の規定にかかわらず、その始期の属する月の翌月から授業料等

を免除することがある。

（ 特待生）

第２９条 本校に在籍する学生の中で特に成績優秀、品行方正にして本校生の模範となると判断される

者、又は本校入学時において、その入学しようとする者が特に成績優秀で他の入学生の模範

と判断される者に対しては、校長はその一定期間における納付金の全額又はその一部を免除

することがある。

（ 滞 納）

第３０条 正当な理由がなく 、かつ、所定の手続を行わずに授業料等を滞納し、その後においても納入

の見込みがないときは除籍をすることがある。

第９章 ほう賞・ 懲戒退学及び健康診断

（ ほ う 賞）

第３１条 成績優秀にして、他の模範となる者は、ほう賞することがある。

（ 懲 戒）

第３２条 学生が本校の規則、命令に背き若しくは本校の秩序を乱し又は学生としての本分に反する行

為があった場合には、校長はこれを懲戒することができる。

２ 前項に規定する懲戒の種類は訓告、戒告、停学及び退学とする。

３ 前項に規定する退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。

（ １） 性行不良で改善の見込がないと認められる者

（ ２） 学力劣等で成業の見込がないと認められる者

（ ３） 正当な理由がなくて出席が常でない者

（ ４） 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

（ ５） 故意に学校の諸設備を破損、損傷させた者。なお、この者は諸設備の復元義務を負わ

なければならない。

４ 前２項に規定する停学に係る期間は出席時間数には参入しない。



（ 自主退学）

第３３条 自主退学しようとする者は、その事由を記し、校長の許可を受けなければならない。

（ 除 籍）

第３４条 校長は、次の各号の一に該当する者については、これを除籍する。

（ １） 第５条２項に規定する在学期間を超えた者

（ ２） 第１３条２項に規定する休学期間を超えた者

（ ３） 学費の納付を怠り、督促を受けてなおこれを納入しない者

（ ４） 退学願の返送がない者

（ 健康診断）

第３５条 健康診断は、毎年１回実施する。

第１０章 附帯教育

（ 附帯教育）

第３６条 本校の附帯教育は次のとおりとする。

科 名 修業期間 総定員 備 考

福 祉 士 科 ６ヶ月 １２０名 週１～２日授業 平日夜間又は土･日曜日、通信

２ 附帯教育の入学金、授業料、教材費その他必要な事項は別に定める。

３ 附帯教育の各科にて運営する講座に関し、必要な事項は別に定める。

第１１章 科目等履修生

（ 科目等履修生）

第３７条 短期大学、大学等の他の高等教育機関との協議により、当該大学等の学生が本校において授

業科目の一部を履修する場合、本校の運営に支障のない場合に限り、科目履修生として受け

入れ履修を認めることができる。ただし、介護福祉学科の領域「 介護」 に係わる科目履修生

の受入は行わない。

２ 科目履修生の単位授与については、校長が別に定めるものとする。

第１２章 雑 則

（ 施行細則）

第３８条 この学則の施行に関し必要な事項は、校長が別に定める。

附 則

１ この学則は、平成２９年４月１日より施行する。

２ 第１９条第１項の定めにかかわらず、平成２９年度の教職員は以下のとおりとする。

（ １） 校 長 １名

（ ２） 副校長 １名

（ ３） 教 員 ８名以上

（ ４） 事務職員 １名以上

附 則

１ この学則は、平成３１年３月１日より施行する。



附 則

１ この学則は、平成３１年４月１日より施行する。なお、（ 納付金） 第２０条については、平成

３２年４月１日より施行とする。それ以前の入学者については、下記納付金とする。

入学金： 全課程・ 全学科 一律１００ , ０００円 （ 年額： 単位 円）

課 程 名 学 科 名
修業

年限
授業料 維持費 実習・ 演習費 合 計

商 業 実 務

専 門 課 程

経 理 本 科

２ 年制学科
２年 ６００, ０００ １２０, ０００

※別記 １

１２０, ０００

７２０, ０００

～８４０ , ０００

教育・社会福祉

専 門 課 程

介護福祉学

科
２年 ６００, ０００ １２０, ０００ １２０, ０００ ８４０, ０００

※ １．コンピュータビジネスコースを選択した場合のみ、実習費は１２０ , ０００円（ 年額）
とする。

※ ２．別途教材費として８０，０００円（ 年額） を徴収する。
※ ３．入学選考料２０ , ０００円とする。

附 則

１ この学則は、令和３年４月１日より施行する。

なお、令和２年度入学生については旧学則に準ずることとする。

２ 学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、次のとおりとする。

（ １） 経理本科２年制学科

秀は９０点以上、優は８０点以上、良は６０点以上、可は５０点以上、不可は４９点

以下とする。

（ ２） 介護福祉学科

秀は９０点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は５９点

以下とする。

３ 第２６条（ 納付金） について、令和３年４月１日の入学者については、下記納付金とする。

入学金： 全課程・ 全学科 一律１２０ , ０００円 （ 年額： 単位 円）

課 程 名 学 科 名
修業

年限
授業料 教材費 維持費 実習・ 演習費 合 計

商 業 実 務

専 門 課 程

経 理 本 科

２ 年制学科
２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０, ０００

※別記 １

６０ , ０００

８６０, ０００

～

９２０, ０００

教育・社会福祉

専 門 課 程
介護福祉学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０ , ０００ ６０ , ０００ ９２０, ０００

※ １．コンピュータビジネスコース、情報Ｉ Ｔ コースを選択した場合のみ、実習費は６０ , ０００円
（ 年額） とする。

※ ２．入学検定料は２０ , ０００円とする。
附 則

１ この学則は、令和４年４月１日より施行する。

なお、令和３年度入学生については旧学則に準ずることとする。

附 則

１ この学則は、令和５年４月１日より施行する。

なお、令和４年度入学生については旧学則に準ずることとする。



附 則

１ この学則は、令和５年４月１日より施行する。

なお、令和４年度入学生については旧学則に準ずることとする。

また、第１４条別表-１Ｃ及び第２７条（ 納付金） については、令和６年度の入学生より適用

する事とし、令和５年度入学生納付金は、下記の通りとする。

入学金： 全課程・ 全学科 一律１２０ , ０００円 （ 年額： 単位 円）

課 程 名 学 科 名
修業

年限
授業料 教材費 維持費 実習・ 演習費 合 計

商業実務

専門課程

経 理 本 科

２ 年制学科
２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０, ０００ ※２００，０００

８６０，０００

～

１，０６０，０００

教育・ 社会

福 祉

専門課程

介護福祉学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０, ０００ ６０ , ０００ ９２０, ０００

※ １．経理本科２年制学科のコース毎の実習・ 演習費は下記の通りとする。
税理士コース ０円

コンピュータビジネスコース １２０，０００円

医療事務コース ２４，０００円

情報Ｉ Ｔ コース ２００，０００円

※ ２．入学検定料は２０ , ０００円とする。
附 則

１ この学則は、令和７年４月１日より施行する。

附 則

１ 山形スポーツ医療福祉専門学校への校名変更は、令和７年４月１日より変更する。

附 則

１ この学則は、令和８年４月１日より施行する。

なお、令和７年度入学生については旧学則に準ずることとする。

また、第２７条（ 納付金） については、令和８年度の入学生より適用する事とし、令和７年度

入学生納付金は、下記の通りとする。

入学金： 全課程・ 全学科 一律１２０ , ０００円 （ 年額： 単位 円）

課 程 名 学 科 名
修業

年限
授業料 教材費 維持費 実習・ 演習費 合 計

商業実務

専門課程
医療事務学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０, ０００ １２０，０００ ９８０，０００

教育・ 社会

福 祉

専門課程

介護福祉学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０, ０００ １２０, ０００ ９８０, ０００

文化・ 教養

専門課程
スポーツ学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １２０, ０００ １８０，０００ １，０４０，０００

※入学検定料は２０ , ０００円とする。
附 則

１ この学則は、令和８年４月１日より施行する。

適用は、施行日以後の入学者からとなり、令和8年3月31日以前の入学者については従前の

通りとする。



第２７条（ 納付金） 別表－３

入学金： 全課程・ 全学科 一律１２０ , ０００円 （ 年額： 単位 円）

課 程 名 学 科 名
修業

年限
授業料 教材費 維持費 実習・ 演習費 合 計

商業実務

専門課程
医療事務学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １４０, ０００ １２０，０００ １，０００，０００

教育・ 社会

福 祉

専門課程

介護福祉学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １４０, ０００ １２０, ０００ １，０００，０００

文化・ 教養

専門課程
スポーツ学科 ２年 ６６０, ０００ ８０，０００ １４０, ０００ １８０，０００ １，０６０，０００

※入学検定料は２０ , ０００円とする。



＜別表＞

第１４条（ 教育課程・ 授業時間）

別表－２

介護福祉学科／1年次

領域 授業科目 必選の別 時間数 単位数

人間の理解Ⅰ 30 1

人間の理解Ⅱ 60 2

社会の理解 60 2

人間と社会特論Ⅰ 選択 30 1

介護の基本Ⅰ 30 1

介護の基本Ⅱ 30 1

介護の基本Ⅲ 30 1

介護の基本Ⅳ 30 1

介護の基本Ⅴ 30 1

介護の基本Ⅵ 30 1

コミュニケーション技術Ⅰ 30 1

生活支援技術の基本 60 2

日常生活介護Ⅰ 30 1

日常生活介護Ⅱ 30 1

日常生活介護Ⅳ 30 1

介護過程Ⅰ 30 1

介護総合演習Ⅰ 40 2

介護総合演習Ⅱ 40 2

介護実習Ⅰ 120 3

介護実習Ⅱ 160 4

介護特論Ⅰ 30 1

介護特論Ⅱ 30 1

介護特論Ⅲ 30 1

介護実践Ⅰ 30 1

介護実践Ⅱ 30 1

認知症の理解 60 2

こころとからだのしくみⅠ 30 1

こころとからだのしくみⅡ 30 1

こころとからだのしくみⅢ 30 1

こころとからだのしくみ特論Ⅰ 選択 30 1

750時間以上 25単位以上

必修は必修科目を表し、選択は選択科目を表す。

選択科目は、任意選択とする。

人
間
と

社
会

介
護

こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
し
く
み

進級に必要な履修時間及び履修単位数

必修

必修

選択

必修



介護福祉学科／2年次

領域 授業科目 必選の別 時間数 単位数

レクリエーション基礎 30 1

レクリエーション指導 40 2

社会常識 30 1

情報科学演習 30 1

人間と社会の総合 30 1

人間と社会特論Ⅱ 30 1

福祉実務 30 1

コミュニケーション技術Ⅱ 30 1

福祉住環境Ⅰ 30 1

家事介護 30 1

日常生活介護Ⅲ 30 1

日常生活介護Ⅴ 30 1

利用者の状態・ 状況に応じた介護技術 30 1

介護過程Ⅱ 60 2

介護過程Ⅲ 60 2

介護総合演習Ⅲ 40 2

介護実習Ⅲ 176 4

介護の総合 90 3

介護特論Ⅳ 30 1

福祉住環境Ⅱ 30 1

介護実践Ⅲ 30 1

介護実践Ⅳ 30 1

発達と老化の理解 60 2

障害の理解 60 2

こころとからだのしくみⅣ 30 1

こころとからだのしくみの総合 30 1

こころとからだのしくみ特論Ⅱ 選択 30 1

医療的ケア 医療的ケア 必修 78 3

2074時間以上 68単位以上

必修は必修科目を表し、選択は選択科目を表す。

選択科目は、任意選択とする。

人
間
と
社
会

介
護

こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
し
く
み

卒業に必要な履修時間及び履修単位数

必修

必修

選択

選択

必修


